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漢

訳

七

仏

偶

波

羅

提

木

叉

-
S
七

九
七
V
と
増

一
阿
含
経
-

真

柄

和

人

パ
ー
リ
上
座
部
を
除
き
、
現
存
の
戒
本
に
は
過
去
仏
な
ら
び
に
釈
尊

の
説
い
た
と
す
る
偶
波
羅
提
木
又
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
、
と

こ
に
取

(1
)

り
扱

う
敦
焼
本

ス
タ
イ

ン
蒐
集
七
九
七
番
裏
面

(
S
七
九
七
V
)
と
増

(2
)

一
阿
含
経
四
四
巻
十
不
善
品
第
二
経

(以
下
、
増
十
不
善

と
略
す
)
に

(3
)

も
、

こ
の
七
仏
偶
波
羅
提
木
叉

(S
七
九
七
V
、
出
三
蔵
記
集
巻
第
十

一
の

用
例
に
よ
り
、
七
仏
偶
と
よ
ぶ
)
が
記
さ
れ
て
い
る
。
S
七
九
七
V
は
、

平
川
博
士
の
本
文
内
容

の
研
究
に
よ
り
、
欠
本
で
あ
る
曇
摩
持
訳
の
戒

本
よ
り
古
く
、
紀
元
二
六
五
-
三

六
〇
年
の
間
に
訳
さ
れ
た
道
安
時
代

(
4
)

の
十
諦
系
の
戒
本
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
存
漢

訳
七
仏
偶
を
対
照
し
て
み
る
と
、
S
七
九
七
V
は
、
第
七
番
目
の
偶
ま

(5
)

で
増
十
不
善
口
と
同
形
の
訳
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
の
漢
訳
戒

本
は
、
先
行

の
訳
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
、
十
諦
系
は
摩
詞
僧
祇
系
と

ま

っ
た
く
同
形
訳
、
抄
出
と
言
わ
れ
る
五
分
戒
本
も
同
上
、
四
分
系
は

十
諦
系
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
別
訳
を
し
め
し
、
解
脱
戒
経
、
根
本
有

(
6
)

部
系
は
多
く
独
自
の
訳
を
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

こ
う
し
た
訳
の

踏
襲
さ
れ
る
背
影
に
つ
い
て
S
七
九
七
V
と
増

十
不
善
口

を
取

り
上

げ
、
気

の
つ
い
た
事
柄
を
報
告
し
て
み
た
い
。

S
七
九
七
V
と
増
十
不
善
口

の
七
仏
偶
が
同
形

の
訳
を
記
す
と
い
う

こ
と
か
ら
増

一
阿
含
経
が
有
部
伝
承
の
経
典
で
は
な
い
か
と
す
る
疑
問

を
生
ず
る
。
漢
訳
の
訳
形
で
部
派
を
決
定
す
る
こ
と
に
は
問
題
も
あ
ろ

う
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
増
十
不
善
口
の
七
仏
偶
と
同
類
訳
を

も

つ
経
を
検
索
し
て
み
る
と
、
竺
仏
念
訳
出
曜
経

の
散
文
中
に

「
長
阿

銘
契
経
説
」
と
し
て
過
去
仏
時
の
寿
命
、
仏
出
身

の
カ
ー
ス
ト
、
侍
者
、

(
7
)

七
仏
偶
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仏

の

一
句
を
引
用
し
て
い
る
。
(以
下
、
こ
の
部

分
を
出
長
と
略
す
)
。
第

一
偶
は
全
同
、
第
二
偶
は

「
眼
莫
視
非
邪
」
(出

長
)
「若
眼
見
非
邪

(増
十
不
善
、

以
下
同
順
序

で
記
す
)
。
第
三
偶
は

「
不
害
亦
不
殺
」
「
不
害
亦
不
非
」
、
第
四
偶
は
全
同
、
第
五
偶
は

「
亦

不
鰯
嶢
」
「
不
誹
諺
於
人
」
、
出
長
の
第
六
偶

「
諸
悪
莫
作
」
増
十
不
善

口

の
第
七
偶

二

切
悪
莫
作
」
、
出
長
第
七
偶

「
護

口
爲
第

一
」
増
十
不

善
口
第
八
偶

「護
口
意
清
浄
」
と
な
っ
て
い
る
。
出
長
は
引
用
に
あ
た
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っ
て
「
取
要
言
之
」
「
略
説
其
要
」
と
説
く
の
で
、
直
接
、
七
仏
偶
の
最
初

の
一
句
を
引
用
し
て
い
る
か
問
題
と
な
る
が
、
訳
の
形
は
諸
本
中
S
七

九
七
V
、
増
十
不
善
口
に
最
も
近
い
と
言
え
る
。
出
長
は
有
部
の
ヴ
ダ

(8
)

ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
の
注
釈
書
と
言
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
引
用
さ
れ
る
長

阿
含
経
も
有
部
伝
承
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
漢
訳
上
か
ら
は
、
増
十
不

善
口
を
有
部
伝
承
と
考
え
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
問
題
点
は
出
長

の
第
五
偶
を
ク
ナ
ゴ

ン
仏
の
偶
と
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る

増
不
善
口
第
五
偶
は
ク
ル
ソ
ン
仏
の
偶
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
部
分

に
か
ぎ
り
出
長
は
漢
訳
根
本
有
部
の
伝
承
と
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
出
長
第
五
偶

「
亦
不
燭
嶢
」
を
増
十
不
善
嵐-
第
六
偶

「執
志

莫
輕
戯
」
に
対
応
さ
せ
れ
ば
問
題
は
な
く
な
る
。
も
う

一
つ
の
問
題
点

は
、
長
阿
含
経
中
の
大
本
経
に
対
応
す
る
現
存
諸
経
典
に
は
こ
の
七
仏

偶
全
部
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
存
増

一
阿
含
経

の
み
七
仏

の
様
相
と
七
仏
偶
を
説
い
て
い
る
。
出
長
は
各
偶
の
引
用
後

「廣
説
如
契
経
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
出
長
は
長
阿
含
と
増

一
阿
含
を
あ
わ
せ
引
用
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
可
能
性
と

し
て

は
、
長
阿
含
と
増

一
阿
含
を
誤

っ
た
か
、
我

々
の
知
ら
ぬ
長
阿
含
を
引

用
し
た
か

の
二
つ
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

 
そ
こ
で
視
点
を
変
え
、
増
十
不
善
口
で
は
七
仏
偶
を
説
く
前
に
過
去

仏

の
出
世
時
と
集
会

と
人
寿

(読
み
方
に
よ
り
仏
の
寿
に
も
な
る
)
を
説

く
の
で
、

こ
う
し
た
伝
承

の
対
比
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、
寿
の
長
さ
に

つ
い
て
、
増
十
不
壼
呂
1
で
は
、
ビ
バ
シ
仏
よ
り
釈
迦
牟
尼
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
八
万
四
千
、
七
万
、
七
万
、

六
万
、
四
万
、

二
万
、
百
と
す
る
。
と

こ
ろ
が
増

一
阿
含
経
四
五
巻

の
七
仏

の
様
相
を
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
八

(
9
)

万
四
千
、
七
万
、
六
万
、
五
万
、
四
万
、
二
万
、
百
と
し
て
い
る
。

こ

れ
は
前
述

の
出
長
の
説
と
同
じ
で
あ
り
、
加
え
て
出
曜
経
巻
二
の

「佛

(
10
)

去
世
後
人
壽
」
と
も
同
じ
で
あ
る
。
増
十
不
善
口
が
誤
ま
っ
て
伝
え
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
根
本
有
部
と
さ
れ
る
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ

ァ
の
倶
舎
論
註

・
智
品

の
長
阿
含
引
用
中

に
は
、
八
万
、
七
万
、
六

万
、
五
万
、
四
万
、
三
万
、

百
と
な
っ
て
お
り
、
カ
シ
ョ
ウ
仏
の
み
前

(1
1
)

述
三
経
と
は
異

っ
た
寿
命
を
引
い
て
い
る
。
雑

阿
含
経

(九
五
六
)
、
別

訳
雑
阿
含
経

(
三
五
〇
)
に
は
、
賢
劫
中
の
過
去
仏
世
の
人
寿
を
四
万
、

三
万
、
二
万
、
百
と
し
、

マ
ハ
ー
ア
ヴ

ァ
ダ
ー
ナ
ス
ー
ト
ラ
も
、
復
元

(
12
)

部
分
は
さ
て
お
き
、
四
万
、
三
万
、
(
二
万
)
、(百
)
と
し

て
い
る
。

し

た
が
っ
て
、
増

一
阿
含
経
、
出
曜
経
、
倶
舎
論

註

に
は
類
似
性

が
あ

り
、
雑
阿
含
経
、
別
訳
雑
阿
含
経
、

マ
ハ
ー
ア
ヴ

ァ
ダ
ー
ナ
と
は
別
の

伝
承
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

 
過
去
仏
の
出
世
時
は
、
す
べ
て
の
経
典
が
同
説
で
あ
る
。
過
去
仏
の

集
会
の
回
数
、
比
丘
の
数
に

つ
い
て
は
、
増
十
不
善
口

の
み
特
異
な
説

を
と
り
他
と
の
共
通
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 
以
上
の
こ
と
か
ら
七
仏

の
記
述
に
関
し
て
増
十
不
善
口
は

一
部

に
有

部
系
の
伝
承
を
も

つ
も
の
の
、
そ
れ
は
確
実
性
を
も
つ
も

の
で
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
で
は
、
何
故
、

増
十
不
善
口
は
S
七
九
七
V

と
同
訳
の
偶
を
も

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

漢
訳
七
仏
偶
波
羅
提
木
叉

(真

柄
)
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漢
訳
七
仏
偶
波
羅
提
木
又

(真

柄
)

出
三
蔵
記
集
の
竺
曇
無
蘭

「大
比
丘
二
百
六
十
戒
三
部
合
異
序
」
に
ょ

れ
ば
、
「
常
に
行
な
わ
る
る
戒
本
」
と
曇
摩
持
訳
の

「
二
百
六
十
戒
本
」

と

「
二
百
五
十
戒
本
」
を
合
異
し

「
此
二
百
六
十
戒
七
佛
偶
與
常
行
戒

(
13
)

偶
同
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の

「
同
」
の
意
味

を

「訳
形
が
異

な
る

が
、
内
容

は
同
じ
」
と
取
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
「故
不
出
也
」
と
後

で
述
べ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
同
形

の
訳

で
あ

っ
た

ら
し

い
。
し
か

も
、
曇
摩
持
訳
戒
本
の
道
安

「
比
丘
大
戒
序
」
と
、

こ
の

「
三
部
合
異

序
」
が
、
共

に
、
布
薩
を
始
め
る
に
あ
た
り
諦
す
偶
の

「僧
蓋
共
思
惟
」

(
14
)

か
ら

「去
者
不
復
還
」
を
全
く
同
じ
に
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
戒

本

の
本
文
が
終

っ
た
あ
と
の
七
仏
偶
が
同
表
現
を
取

つ
て
い
た
こ
と
を

予
想
さ
せ
る
。
し
か
も

「常
行
戒

(本
)
」
が
、
平
川
博
士

の
言

わ
れ

(
15
)

る
S
七
九
七
V
の
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
文
は
さ

て
お
き
、
七
仏
偶

の
表
現
は
、
S
七
九
七
V
も
曇
摩
持
本
も
同
じ
で
あ

っ
た
ろ
う

と
予
想

で
き
る
。

 
次
に
過
去
仏
名
の
表
記
法
か
ら
S
七
九
七
V
の
七
仏
偶
の
位
置
を
考

え
て
み
た

い
。
曇
摩
持
訳
の
戒
本
は
、
道
安

「
比
丘
大
戒
序
」
に
よ
れ

ば
竺
仏
念

の
協
力
を
得
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
七
仏
偶
に

関
し
て
S
七
九
七
V
と
類
似

の
訳
形
を
取
る
経
典
を
調
べ
る
と
、
増

一

阿
含
経
、

出
曜
経
、
第

一
偶

の
み
で
あ
る
が
長
阿
含
大
本
経
と
い
う
よ

う
に
、

い
ず
れ
も
竺
仏
念

の
か
か
わ

っ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
。
し
か
も
、
過
去
仏
名
の
表
記
は
、
訳
本
の
原
典
が
い
ず
れ
の
言
語

(16
)

に
せ
よ
、
統

一
性

が
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
S
七
九
七
V
は
、
惟

衛
、
随
葉
、
拘
櫻
秦
の
特
異
な
表
記
を
取

っ
て

い
る
。

こ
の
表
記
は
、

S
七
九
七
V
の
二
六
五
-
三

六
〇
年
成
立
範
囲

で
は
竺
法
護
訳
と
い
わ

(
17
)
 

(18
)
 

(19
)

れ
る
梵
志
女
首
意
経
、
仏
五
百
弟
子
自
説
本
起
経
、
普
曜
経
に
み
ら
れ
、

(
20
)

失
訳
の
七
仏
父
母
姓
字
経
以
来
の
古
形
の
音
訳
表
現
を
守
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
七
仏
偶
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

S
七
九
七
V
が
欠

本
と
な
っ
て
い
る
竺
法
護
訳
の
誠
具
経
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
漢
訳
文
化
圏
で
は
、
十
諦
戒
本
の
出
現
す
る

ま
で
、
七
仏
偶
に
関
し
て
は
同
表
現
の
偶
が
唱
え
ら
れ
、
布
薩
、

受
戒

が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
七
仏
偶

の
訳

は
相
当
な
権
威
を
持

っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
以
上
述

べ
て
き
た
経
緯
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
出
曜
経

の
偶
に
七
仏
偶
に
対
応

(21
)

す
る
内
容
の
も
の
が
点
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
は
別
の
訳

を

つ
け
、
前
述

の
出
長
に
お
い
て
は
、
従
来

の
訳
を
採
用
す
る
と
い
う

こ
と
を
み

て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

 
し
た
が
っ
て
、
増
十
不
善
口
も
従
来

の
訳
を
採
用
し
た

の
で
あ
る

が
、
翻
訳
の
際
に
、

S
七
九
七
V
の
第
八
偶
目
に
相
応
す
る
偶
が
原
典

に
な
く
、
か
つ
、
増
十
不
善
口

の
第
八
偶
目
は
、
原
典
の
四
旬

一
偶
を

忠
実
に
守
ろ
う
と
し
て
、

S
七
九
七
V
第
九
偶
目
と
は
訳
を
異
に
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
な
お
、
偶
数
と
内
容
に
視
点
を
お
け
ば
、
増
十
不
善
口
は
、
四
分
戒

本

(
法
蔵
部
)
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、

ニ
ヤ
で
発

見
さ
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(
2
2
)

れ
た

カ

ロ
ー

シ

箔
テ

ー
文

字

の
七

仏

偶

も
、

S
七

九

七

V
、

増

十

不
善

n
、

四

分

戒

本

に
近

い
形

で
あ

っ
た

と
考

え

ら

れ
る
。

1
 
矢
吹
慶
輝

『
鳴
沙
鯨
韻
』
。
井

ノ
ロ
泰
淳

「
中
央

ア
ジ

ア
出
土

の
律

典
」

(
佐

々
木
教
悟
編

『
戒
律
思
想

の
研
究
』
)
。

2
 
大

正
二
、
七

八
六

a
-
七
八
七

c
。

3

大

正
五
五
、

八

一
b
。

4
 
『
律
蔵

の
研
究
』

一
六

一
-
一
六
九
頁
。

 

5

た
だ
、
細
部

に

つ
い

て

は
、
第

一
偶

目

c
の

「
除
」

と

「
剃
」
、
第

二

偶

a
の

「
若

眼
」

と

「
眼

目
」
、
同
b
「
着

」

と

「
著
」
、
同
d

「
鮎
」

と

「
鮎
」
、
第

三
偶

c
「
飯
」

と

「
於
」
、
第

四
偶

b
「
繁

」

と

「
潔
」
、
同

c
「
未
」

と

「味
」
、
第
五
偶

d
「
視

」

と

「観
」
、
第
六
偶

c
「
無
」

と

「
莫
」

と
の
相
違

が
あ
る
。
第

三
偶

d
の

「
床
座
亦
復
然
」

と

「
所

止
及

坐
席
」

の
相
違

を

の
ぞ
い
て
、
何

ら
か
の
要
素

に
よ
り
誤

写
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

6
 
七
仏
偶

の
対

照
表
と
し
て
拙
論

「
七
仏
偶
波
羅
提

木
又
の
問
題

点
(一)
-

資
料
篇
-
」
(
東

山
学
園
研
究
紀
要
第

三
〇

集
、

昭
和

六
〇
年

三
月
)

を

参

照
さ
れ
た

い
。

7
 

大
正
四
、

六
八
三

c
-
六

八
四

a
。

8
 

水
野
弘
元

『
法
句
経

の
研
究
』

三
五
九
頁

以
下
。

9
 
大
正
二
、
七
九

一
a
-
b
。

10
 

大
正
四
、

六

一
五

c
-
六

一
六

a
。

1
1 
大
谷
目
録

五
五
九
五
、
T
hu
 
1
0
2
a
8

以
下
。

本
庄
良
文

「
シ
ャ

マ
タ
デ

ー
ヴ

ァ
の
倶
舎
論
註
-
智

品
-
」
(
坪
井
俊
映
博

士
碩
寿
記
念
仏
教

文

化

論

放
)
参
照
。

12
 
E
r
ne
st
 W

a
ld
sc
h
mid
t
:
 Da
s
 M
a
ha
v
a
d
a
n
a
s
utr
a
 T
e
il
 II
,
 
2
b
.

1
-
8
.
 
(
二
万
)

は
カ
シ

ョ
ウ
、

(百
)

は
釈
迦

牟
尼
、

た
だ
し
2
b
.
 7
で

Sa
ta
 の
文
字

は
見

ら
れ
な

い
。
大
本

経
類
は
す

べ
て
同

説
。

13
 
大

正
五
五
、

八

一
b
。

14
 
大

正
五
五
、

八
〇

c
、
八

一
b
。

15
 
前
掲
書
同
頁
。

16
 
毘
婆

戸
、

式
詰
、

毘
舎
婆

(
毘
舎
羅
波
、

宋

元

明
本
)
、
拘

留

孫
、

拘

 
那
含

(
十
牟
尼
、

宋

元
明
本
)
、
迦
葉

(
大

正
二
、

五
五

一
b
-
c
)
。
毘

 
婆

戸
、
試

詰

(
式
詰
、

元
明
本
)
、
毘
舎

羅

婆
、

拘

櫻

孫

(
拘

世
、

宋

 
元
明
本
)
、
拘
那
含
牟
尼
、

迦
葉

(
大

正
二
、

七
八
六

c
-
七
八
七

a
)
。

 
拘
屡

孫

(
屡
=
婁
、

元
本
、

櫻
、
明
本
)

(大

正
二
、
六
八
六
b
)
。
以
上
、

増

一
阿
含
。

毘
婆
戸
、

式
棄
、
毘
舎
浮

(
舎
浮
H

波
皆
、
宋
元
明
本
)
、

 
迦
鳩
留
、

迦
那

迦

牟

尼
、
迦

葉

(
大

正
四
、

六

一
五

c
-
六

一
六

a
)
。

 
毘
波
 

(
波

婆
、

宋
元
明
本
)
、 
棄
、
毘

舎
毘

(
毘
舎
浮
、

元
明
本
)
、

 
拘
櫻
、

拘
那
含
牟
尼

(
含

舎
、
明
本
)
、迦

葉

(
大
正
四
、

六
六
六

a
)
。

 
毘
婆
 
、

式
棄

(
式
11
試
、

宋
元
明
本
)
、
毘
舎
婆
、

拘

留

孫
、

拘

那

含

 
牟
尼
、

迦
葉

(
大
正
四
、

六
八
三

c
-
六
八
四

a
)
。
以

上
、

出

曜

経
。

 
毘
婆
、

 
棄
、

毘
舎
婆
、

拘
櫻
孫
、

拘

那
含
、

迦
葉

(
大
正

一
、

一
c

 
以
下
)
長
阿
含
大
本
経
。
増

一
阿
含

は
訳
者

に
二
説
あ

る
が
、

時
代

の
接

 
近
を
考

え
る
な

ら
、
過
去
仏
名

の
表
記

は
、
お

そ
ら
く
同
様

で
あ
り
、

原

 
本

い
か
ん

に
か

か
わ
ら
ず
固
定
し

て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

17
 
惟
衛
、

式
、

随
葉
、

拘
櫻
、
拘

那
含
牟
尼
、

迦
葉

(
大
正

一
四
、

九
四

 
〇

c
)
。

18
 

惟
衛

(
惟

維
、

宋
元
明
本
)
、
拘
櫻

秦

(
大
正

四
、

一
九

一
。
同

二

 
〇
〇

a
な

ど
。

19
 
惟
衛
、

式
棄

(
唯
式
、

宋
元
明
本
)
、
随
葉
、

拘

留

秦
、

拘

那

含
、

迦

 
葉

(
大
正

三
、

四
八
三

c
)
。

20
 
大
正

一
、 
一
五
九
以
下
。

21
 
大
正
四
、

七
三

一
a
、
七
四
三

c
、
七
六
三

c
、
六
〇
九
b
、

六

三
八

 
b
、

六
四

一
b
、

c
、
六
六
二
b
-
c
。

22
 

K
ha
r
o
s
t
h
i
-
n
s
c
r
i
p
t
i
o
n
s
.
 
e
d
.
 

A
.M
.
 D
o
y
e
r
 (N
o
.
 
5
1
0
)
 
第
七
偶

ま
で
記

さ
れ
て
い
る
。
前
掲
拙
論
参
照
。

(知
恩

院
浄
土
宗
学
研
究
所
研
究
員
)

漢
詩
七
仏
偶
波
羅
提
木
又

(真

柄
)
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